
１．自社の企業理念・目指す企業像

２．自社の目指すＭＲ像・ＭＲ行動規範
　全体では、「ＭＲに目指すＭＲ像やＭＲ行動規範を明示し、浸透している」112社（53.3％）、「明示している
が、ＭＲの理解は十分ではない」82社（39.0％）、「明示していない」14社（6.7％）の順となっている。

　全体では、「ＭＲに企業理念や目指す企業像を明示し、浸透している」158社（75.2％）、「ＨＰなどで公開し

ているが、ＭＲの理解は十分ではない」40社（19.0％）、「明示していない」10社（4.8％）の順となっている。

MR雇用規模別

 
企
業
数

Ｍ
Ｒ
に
企
業
理
念
や
目

指
す
企
業
像
を
明
示

し
、

浸
透
し
て
い
る

Ｈ
Ｐ
な
ど
で
公
開
し
て

い
る
が
、

Ｍ
Ｒ
の
理
解

は
十
分
で
は
な
い

明
示
し
て
い
な
い

 
無
回
答

210 158 40 10 2

100.0 75.2 19.0 4.8 1.0

112 79 24 8 1

100.0 70.5 21.4 7.1 0.9

43 29 11 2 1

100.0 67.4 25.6 4.7 2.3

13 10 3

100.0 76.9 23.1 - -

20 19 1

100.0 95.0 5.0 - -

22 21 1

100.0 95.5 4.5 - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

19.0

4.8 1.0

75.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

MR雇用規模別

　
企
業
数

Ｍ
Ｒ
に
目
指
す
Ｍ
Ｒ
像

や
Ｍ
Ｒ
行
動
規
範
を
明

示
し
、

浸
透
し
て
い
る

明
示
し
て
い
る
が
、

Ｍ

Ｒ
の
理
解
は
十
分
で
は

な
い

明
示
し
て
い
な
い

　
無
回
答

210 112 82 14 2

100.0 53.3 39.0 6.7 1.0

112 57 44 9 2

100.0 50.9 39.3 8.0 1.8

43 23 18 2

100.0 53.5 41.9 4.7 -

13 8 3 2

100.0 61.5 23.1 15.4 -

20 9 10 1

100.0 45.0 50.0 5.0 -

22 15 7

100.0 68.2 31.8 - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

53.3

39.0

6.7
1.0

0%

25%

50%

75%

Ⅲ．ＭＲの継続教育について

- 13 -



３．自社のＭＲ研修方針・研修計画
　全体では、「年度初めに、継続教育の中で明示し、理解されている」126社（60.0％）、「明示しているが、Ｍ

Ｒの理解は十分ではない」76社（36.2％）、「明示していない」7社（3.3％）の順となっている。

MR雇用規模別

　
企
業
数

年
度
初
め
に
、

継
続
教

育
の
中
で
明
示
し
、

理

解
さ
れ
て
い
る

明
示
し
て
い
る
が
、

Ｍ

Ｒ
の
理
解
は
十
分
で
は

な
い

明
示
し
て
い
な
い

　
無
回
答

210 126 76 7 1

100.0 60.0 36.2 3.3 0.5

112 65 42 4 1

100.0 58.0 37.5 3.6 0.9

43 21 20 2

100.0 48.8 46.5 4.7 -

13 11 2

100.0 84.6 15.4 - -

20 12 7 1

100.0 60.0 35.0 5.0 -

22 17 5

100.0 77.3 22.7 - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

60.0

36.2

3.3 0.5
0%

25%

50%

75%

- 14 -



４．集合研修の実施頻度

５．衛星放送、ＴＶ会議、ｅラーニング（同時双方向）などの実施頻度

　全体では、「毎月１回以上」122社（58.1％）、「その他」30社（14.3％）、「隔月」28社（13.3％）の順となってい

る。

　全体では、「毎月１回以上」74社（35.2％）、「必要に応じて随時」72社（34.3％）、「その他」43社（20.5％）の

順となっている。

MR雇用規模別

　
企
業
数

毎
月
１
回
以
上

隔
　
月

四
半
期
に
１
回

年
１
回

そ
の
他

　
無
回
答

210 122 28 18 9 30 3

100.0 58.1 13.3 8.6 4.3 14.3 1.4

112 53 16 13 9 18 3

100.0 47.3 14.3 11.6 8.0 16.1 2.7

43 28 7 3 5

100.0 65.1 16.3 7.0 - 11.6 -

13 10 2 1

100.0 76.9 15.4 7.7 - - -

20 17 2 1

100.0 85.0 10.0 - - 5.0 -

22 14 1 1 6

100.0 63.6 4.5 4.5 - 27.3 -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

58.1

13.3
8.6

4.3

14.3

1.4
0%

15%

30%

45%

60%

75%

MR雇用規模別

　
企
業
数

毎
月
１
回
以
上

隔
　
月

四
半
期
に
１
回

必
要
に
応
じ
て
随
時

そ
の
他

　
無
回
答

210 74 16 3 72 43 2

100.0 35.2 7.6 1.4 34.3 20.5 1.0

112 21 7 1 46 35 2

100.0 18.8 6.3 0.9 41.1 31.3 1.8

43 18 6 2 11 6

100.0 41.9 14.0 4.7 25.6 14.0 -

13 5 2 5 1

100.0 38.5 15.4 - 38.5 7.7 -

20 14 1 5

100.0 70.0 5.0 - 25.0 - -

22 16 5 1

100.0 72.7 - - 22.7 4.5 -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

35.2

7.6

1.4

34.3

20.5

1.0
0%

10%

20%

30%

40%

50%

- 15 -



６．集合研修の組織単位別の実施割合〔数値回答〕

７．ＭＲの出席率

　全体では、「全社」（32.1％）、「営業所」（26.4％）、「支店」（20.2％）の順となっている。

　全体では、「１００％（補講と併せて）」146社（69.5％）、「約９５％～９９％」41社（19.5％）、「約９０％～９５％」

10社（4.8％）の順となっている。

MR雇用規模別

 
企
業
数

１
０
０
％

（

補
講
と
併
せ
て
）

約
９
５
％
～

９
９
％

約
９
０
％
～

９
５
％

約
８
５
％
～

９
０
％

８
５
％
以
下

 
無
回
答

210 146 41 10 7 1 5

100.0 69.5 19.5 4.8 3.3 0.5 2.4

112 77 18 9 3 1 4

100.0 68.8 16.1 8.0 2.7 0.9 3.6

43 29 11 2 1

100.0 67.4 25.6 - 4.7 - 2.3

13 11 2

100.0 84.6 15.4 - - - -

20 16 2 1 1

100.0 80.0 10.0 5.0 5.0 - -

22 13 8 1

100.0 59.1 36.4 - 4.5 - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

19.5

4.8 3.3 0.5 2.4

69.5

0%

25%

50%

75%

MR雇用規模別

 
企
業
数

チ
ー

ム
・
課

出
張
所

営
業
所

支
　
店

全
　
社

そ
の
他

 全　体 210 13.4 2.7 26.4 20.2 32.1 5.2

 99名以下 112 10.2 2.9 15.7 12.9 52.5 5.7

 100～299名 43 14.0 0.5 24.2 38.6 17.9 4.9

 300～499名 13 16.2 3.2 31.0 39.4 2.1 8.2

 500～999名 20 13.3 7.9 51.4 17.8 3.8 6.0

 1,000名以上 22 26.5 1.1 57.1 11.3 2.8 1.2

13.4

2.7

26.4

20.2

32.1

5.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

集合研修の実施割合〔％〕

- 16 -



８．研修実施状況の把握方法

９．ＭＲが研修履歴を確認する方法〔複数回答〕
全体では、「教育研修管理者に問合せがあれば回答している」171社（81.4％）、「ＭＲ認定センターのＮｉｋｏ

サービスで確認している」65社（31.0％）、「ＰＣ画面（研修管理システム）でＭＲが自ら確認できる」34社
（16.2％）の順となっている。

　全体では、「毎月、教育研修管理者が実施記録を集計し、保存している」121社（57.6％）、「自社の管理シ
ステムでリアルタイムに集計し、保存している」33社（15.7％）、「半年毎、教育研修管理者が実施記録を集計
し、保存している」25社（11.9％）の順となっている。

MR雇用規模別

　
企
業
数

自
社
の
管
理
シ
ス
テ
ム

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
集

計
し
、

保
存
し
て
い
る

毎
月
、

教
育
研
修
管
理

者
が
実
施
記
録
を
集
計

し
、

保
存
し
て
い
る

半
年
毎
、

教
育
研
修
管

理
者
が
実
施
記
録
を
集

計
し
、

保
存
し
て
い
る

年
１
回
、

教
育
研
修
管

理
者
が
実
施
記
録
を
集

計
し
、

保
存
し
て
い
る

そ
の
他

　
無
回
答

210 33 121 25 22 7 2

100.0 15.7 57.6 11.9 10.5 3.3 1.0

112 5 70 14 17 4 2

100.0 4.5 62.5 12.5 15.2 3.6 1.8

43 6 28 6 1 2

100.0 14.0 65.1 14.0 2.3 4.7 -

13 4 7 2

100.0 30.8 53.8 15.4 - - -

20 5 9 1 4 1

100.0 25.0 45.0 5.0 20.0 5.0 -

22 13 7 2

100.0 59.1 31.8 9.1 - - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

15.7
11.9 10.5

3.3 1.0

57.6

0%

25%

50%

75%

MR雇用規模別

　
企
業
数

Ｐ
Ｃ
画
面
（

研
修
管
理

シ
ス
テ
ム
）

で
Ｍ
Ｒ
が

自
ら
確
認
で
き
る

Ｍ
Ｒ
認
定
セ
ン
タ
ー

の

Ｎ
ｉ
ｋ
ｏ
サ
ー

ビ
ス
で

確
認
し
て
い
る

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

か
ら
Ｍ

Ｒ
へ
定
期
的
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
し
て
い
る

教
育
研
修
管
理
者
に
問

合
せ
が
あ
れ
ば
回
答
し

て
い
る

そ
の
他

　
無
回
答

210 34 65 26 171 10 3

100.0 16.2 31.0 12.4 81.4 4.8 1.4

112 5 27 10 92 4 3

100.0 4.5 24.1 8.9 82.1 3.6 2.7

43 8 20 5 37 2

100.0 18.6 46.5 11.6 86.0 4.7 -

13 1 3 2 10 1

100.0 7.7 23.1 15.4 76.9 7.7 -

20 6 7 6 14 2

100.0 30.0 35.0 30.0 70.0 10.0 -

22 14 8 3 18 1

100.0 63.6 36.4 13.6 81.8 4.5 -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

16.2

31.0

12.4

81.4

4.8 1.4
0%

25%

50%

75%

100%

- 17 -



10．欠席者の補講〔複数回答〕

●補講をしていない理由〔複数回答〕

　全体では、「対象者に個別指導を行っている」163社（77.6％）、「対象者を集合させて行っている」42社

（20.0％）、「対象者にｅラーニングを行い、修了の確認をしている」37社（17.6％）の順となっている。

　「補講をしていない」14企業では、「時間がとれない」が7社（50.0％）、「その他」が7社（50.0％）、「人手が不

足している」が5社（35.7％）の順となっている。

MR雇用規模別

　
企
業
数

対
象
者
を
集
合
さ
せ
て

行
っ

て
い
る

対
象
者
に
個
別
指
導
を

行
っ

て
い
る

対
象
者
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、

修
了
の
確

認
を
し
て
い
る

補
講
を
し
て
い
な
い

　
無
回
答

210 42 163 37 14 3

100.0 20.0 77.6 17.6 6.7 1.4

112 15 85 8 13 3

100.0 13.4 75.9 7.1 11.6 2.7

43 10 35 10

100.0 23.3 81.4 23.3 - -

13 1 11 3

100.0 7.7 84.6 23.1 - -

20 7 15 6 1

100.0 35.0 75.0 30.0 5.0 -

22 9 17 10

100.0 40.9 77.3 45.5 - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

20.0

77.6

17.6
6.7

1.4
0%

20%

40%

60%

80%

100%

MR雇用規模別

　
企
業
数

時
間
が
取
れ
な
い

人
手
が
不
足
し
て
い
る

そ
の
他

　
無
回
答

14 7 5 7

100.0 50.0 35.7 50.0 -

13 6 4 7

100.0 46.2 30.8 53.8 -

- - - - -

- - - - -

1 1 1

100.0 100.0 100.0 - -

- - - - -

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名

 1,000名以上

50.0

35.7

50.0

0.0
0%

20%

40%

60%

80%

100%

- 18 -



11．継続教育で使用した教材〔複数回答〕

- - 1

- 5.0 - 4.3

1.0

-

9.0

ＭＲ漢方教本ⅠⅡ（日漢協）
8 - 9

　全体では、「自社作成の教材（各種）」193社（91.9％）、「公正競争規約（解説書、公取協ニュース、Ｑ＆Ａな

ど）」175社（83.3％）、「添付文書、インタビューフォーム」175社（83.3％）の順となっている。

19

10.7 9.3 - 5.0 9.1

7.1 -

4 - 1 2

ＭＲ認定センター主催の各セミナーの資料
13.4

15

ＭＲ認定試験問題集（市販品）
12

12.5 11.911.6 - 10.0

医療・医薬品業界の一般知識

　無回答

論文集「私が目指すＭＲ」（ＭＲ認定センター）

その他

市販後調査業務手順書

製薬協コード・オブ・プラクティス

ＭＲテキストⅠⅡⅢ

学会抄録集（各種）

テレビ番組の紹介（ＮＨＫスペシャル、今日の健
康など）

今日の治療指針（医学書院）

自社作成の教材（各種）

公正競争規約（解説書、公取協ニュース、Ｑ＆Ａ
など）

添付文書、インタビューフォーム

57.1
診療ガイドライン（各種）

- - -

32

15.214.0 - 35.0 4.5

6 - 7 1

7

4.7 - 10.0 - 3.3

2 - 2 -

25

11.6 23.1 5.0 4.5 11.9

5 3 1 1

27

11.6 - 20.0 18.2 12.9

5 - 4 4

31

7.0 7.7 25.0 4.5 14.8

3 1 5 1

81

46.5 46.2 20.0 22.7 38.6

20 6 4 5

100

53.5 23.1 40.0 31.8 47.6

23 3 8 7

108

60.5 69.2 60.0 72.7 51.4

26 9 12 16

117

62.8 84.6 65.0 86.4 55.7

27 11 13 19

121

65.1 100.0 75.0 59.1 57.6

28 13 15 13

100.0 75.0 100.0 71.0

13 15 22

92.3 70.0 95.5

83.3

38 13 15 20

88.4 100.0 75.0 90.9

175

95.3

46

87

83.3

81.4

12 14 21

149

95.0 100.0 91.9

175

2

52

86.6

89

79.5

77.7

64

22

42 13

100.0 100.0

21020

22 193

100.0

3
0
0
～

4
9
9
名

5
0
0
～

9
9
9
名

　企業数
100.0

9
9
名
以
下

1
0
0
～

2
9
9
名

100.0

41

97

97.7

40.2

59

52.7

45

35

100.0

112 43 13

1
0
0
0
名
以
上

MR雇用規模別

21

18.8

46.4

47

42.0

100.0

14

12.5

41.1

19

 
全
　
体

今日の治療薬（南江堂）
14 5 -

18.2

2 4

18

16.1

25

1.8

3

2.7

2

- - - -

0% 20% 40% 60% 80% 100%

- 19 -



12．実施した技能・実地研修〔複数回答〕

13．研修の成果を確認するために、現在取り組んでいるもの〔複数回答〕

　全体では、「プレゼンテーションスキル（製品説明会の予演など）」182社（86.7％）、「面談スキル（ロールプレ

イングなど）」175社（83.3％）、「同行（上司、先輩など）」175社（83.3％）の順となっている。

　全体では、「月次研修における知識習得度テスト（研修の前後）を行う」119社（56.7％）、「ＭＲの事後アン
ケート（研修内容、講師、教材など）を行う」115社（54.8％）、「年１回以上の社内一斉テストを実施する」113社
（53.8％）の順となっている。

86.7 83.3 83.3

50.5
44.3

36.2

11.4
3.3 2.4 1.4 5.2 1.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

MR雇用規模別

　
企
業
数

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

ス
キ
ル
（

製
品
説
明
会

の
予
演
な
ど
）

面
談
ス
キ
ル
（

ロ
ー

ル

プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
）

同
行
（

上
司
、

先
輩
な

ど
）

ケ
ー

ス
ス
タ
デ
イ
（

事

例
発
表
会
、

ダ
イ
ア

ロ
ー

グ
な
ど
）

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

ス
キ
ル
（

コ
ー

チ
ン
グ

な
ど
）

情
報
活
用
ス
キ
ル
（

Ｉ

Ｔ
の
操
作
な
ど
）

医
療
機
関
で
の
現
場
実

習
（

病
棟
、

薬
剤
部
な

ど
）

救
命
講
習
会
（

Ａ
Ｅ

Ｄ
、

人
工
呼
吸
な
ど
）

地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

介
護
体
験
（

在
宅
、

介

護
施
設
な
ど
）

そ
の
他

　
無
回
答

 全　体 210 182 175 175 106 93 76 24 7 5 3 11 3

100.0 86.7 83.3 83.3 50.5 44.3 36.2 11.4 3.3 2.4 1.4 5.2 1.4

 99名以下 112 91 80 94 47 40 36 15 1 4 2 4 3

100.0 81.3 71.4 83.9 42.0 35.7 32.1 13.4 0.9 3.6 1.8 3.6 2.7

 100～299名 43 38 40 33 23 19 12 3 4

100.0 88.4 93.0 76.7 53.5 44.2 27.9 7.0 - - - 9.3 -

 300～499名 13 12 13 12 8 7 8 2

100.0 92.3 100.0 92.3 61.5 53.8 61.5 15.4 - - - - -

 500～999名 20 20 20 17 13 12 8 2 2

100.0 100.0 100.0 85.0 65.0 60.0 40.0 - 10.0 - - 10.0 -

 1,000名以上 22 21 22 19 15 15 12 4 4 1 1 1

100.0 95.5 100.0 86.4 68.2 68.2 54.5 18.2 18.2 4.5 4.5 4.5 -

56.7 54.8 53.8
47.1 46.2 45.7 43.3

33.8

12.9 11.4
2.4 1.9
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Ｒ
の
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
（

研
修
内
容
、

講

師
、

教
材
な
ど
）

を
行

う 年
１
回
以
上
の
社
内
一

斉
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

Ｍ
Ｒ
の
日
報
・
事
例
レ

ポ
ー

ト
を
研
修
で

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

（

説
明
会
の
予
演
な

ど
）

で
レ
ベ
ル
評
価
す

る ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
で

レ
ベ
ル
評
価
す
る

ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
修
了

記
録
を
確
認
す
る

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

の
Ｍ
Ｒ

同
行
レ
ポ
ー

ト
か
ら
成

功
事
例
を
収
集
・
共
有

成
果
に
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・
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剤
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・
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を
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う そ
の
他

　
無
回
答

 全　体 210 119 115 113 99 97 96 91 71 27 24 5 4

100.0 56.7 54.8 53.8 47.1 46.2 45.7 43.3 33.8 12.9 11.4 2.4 1.9

 99名以下 112 51 42 45 58 44 39 23 46 4 5 4 3

100.0 45.5 37.5 40.2 51.8 39.3 34.8 20.5 41.1 3.6 4.5 3.6 2.7

 100～299名 43 26 26 25 13 22 20 25 9 5 4 1

100.0 60.5 60.5 58.1 30.2 51.2 46.5 58.1 20.9 11.6 9.3 2.3 -

 300～499名 13 8 11 10 4 6 8 7 3 4 3

100.0 61.5 84.6 76.9 30.8 46.2 61.5 53.8 23.1 30.8 23.1 - -

 500～999名 20 14 15 14 11 10 12 16 2 5 4 1

100.0 70.0 75.0 70.0 55.0 50.0 60.0 80.0 10.0 25.0 20.0 - 5.0

 1,000名以上 22 20 21 19 13 15 17 20 11 9 8

100.0 90.9 95.5 86.4 59.1 68.2 77.3 90.9 50.0 40.9 36.4 - -
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14．研修の成果を確認するために、今後取り組みたいもの〔複数回答〕

15．無事故・無違反、安全運転研修への取組状況〔複数回答〕

　全体では、「成果についてマネージャーへ定期的なアンケート調査を行う」69社（32.9％）、「マネージャーの
ＭＲ同行レポートから成功事例を収集・共有」64社（30.5％）、「ロールプレイングでレベル評価する」60社
（28.6％）の順となっている。

　全体では、「新人やベテランの別なく、必要に応じて実施している」65社（31.0％）、「新入社員に、導入研修

の中で実施している」54社（25.7％）、「会社として特に実施していない」47社（22.4％）の順となっている。
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無
回
答

 全　体 210 69 64 60 59 47 43 41 40 31 29 2 38

100.0 32.9 30.5 28.6 28.1 22.4 20.5 19.5 19.0 14.8 13.8 1.0 18.1

 99名以下 112 31 29 35 29 31 29 23 22 20 12 1 17

100.0 27.7 25.9 31.3 25.9 27.7 25.9 20.5 19.6 17.9 10.7 0.9 15.2

 100～299名 43 18 20 12 15 6 10 10 13 8 9 4

100.0 41.9 46.5 27.9 34.9 14.0 23.3 23.3 30.2 18.6 20.9 - 9.3

 300～499名 13 4 5 3 4 4 2 1 3 1 3 2

100.0 30.8 38.5 23.1 30.8 30.8 15.4 7.7 23.1 7.7 23.1 - 15.4

 500～999名 20 8 8 6 3 3 1 4 2 3 6

100.0 40.0 40.0 30.0 15.0 15.0 5.0 20.0 - 10.0 15.0 - 30.0

 1,000名以上 22 8 2 4 8 3 1 3 2 2 1 9

100.0 36.4 9.1 18.2 36.4 13.6 4.5 13.6 9.1 - 9.1 4.5 40.9
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210 54 42 65 47 2

100.0 25.7 20.0 31.0 22.4 1.0

112 10 19 41 41 1

100.0 8.9 17.0 36.6 36.6 0.9

43 14 10 13 5 1

100.0 32.6 23.3 30.2 11.6 2.3

13 5 4 3 1

100.0 38.5 30.8 23.1 7.7 -

20 11 7 2

100.0 55.0 35.0 10.0 - -

22 14 2 6

100.0 63.6 9.1 27.3 - -
 1,000名以上

 全　体

 99名以下

 100～299名

 300～499名

 500～999名
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16．MR継続教育ガイドラインについての意見・提言・要望

具体的な記述。

教育研修専従者のみが内容を理解し使用しているのが現状ですが、今後所長やＭＲにまで周知をし、継続教育がＭＲへ身に付く様な
プログラム作成に活用出来る内容だと思います。

教育研修担当者のみならず、支店長（場合によっては各担当者）も十分に理解することが重要と考えています。それによって、勉強会へ
の取り組みが、さらに向上すると思います。

教育研修担当者全員に、最新の教育理論と具体的な研修手法の共有化を図ることに活用する。

教育研修部署の設立方法。

教育担当者のみならず、MRの所属する組織全体に共有、普及させる物と感じます。社内において、勿論継続的に試みますが、センター
としても広く普及する術を検討いただければと思います。

近年の国の医療政策の変化が大きく、受講側に達成の意識を持たせることが難しときがあります。小人数でも参考になる事例があると助
かります。

具体的な活用事例なども提示していただきたい。

活用できる部分は参考にして、より一層充実した内容の継続研修にしていきたい。

基本レベルへの到達には活用できますが、特殊性のある業態では独自での工夫が必要であると感じます。

教育の基本を確認するときに参考にさせていただいております。現在マネジャーの役割が大きくなっており、そのレベル調整に試行錯誤
しております。育てる、教える、コーチングする、ということがごちゃ混ぜで区別がなかなかできないことがあります。ファシリテーションに関
しては徐々に浸透しつつある状況ですが、部下のタイプによって、なかなかうまく進まないケースがあり、今後の課題です。ガイドラインに
どこまで期待するかは難しいと考えますが、実践するツールにはどんなものがあるか、参考として挙げていただけるとありがたいです（セミ
ナー以外で）。

教育計画の際に参考にさせていただきます。

過去にはガイドラインに従い教育内容やプログラムを立てていたが、基本的な方針やプログラムが定まってきたので現状ではほとんど利
用していない。

各企業が実施している研修方法や研修内容を紹介していただけると助かります。

各種締め切りなどをメールでお知らせしてもらえるとありがたいです。

確かにＭＲとして身に着けておかなければならない資質、その不足分をどう補うかも含めて詳しく方向性が教示されていると思います。

マネージャー同行指導のポイントを活用しました。今後は社内の共通フォーマットとして活用したいと存じます。

ロールプレイングチェックシート（１）の評価A～Eを具体的に提示いただきたく存じます。アウトプットのスキル評価を製薬メーカー全体で
統一できるので、MR全体のロールプレイングのスキル向上につながると思います。

ロールプレイングの実施や評価に利用している。その他特にない。

医療従事者、各種団体からのニーズに対応したレベルのマナー、知識、スキル、マインド、コンプライアンスを明確にする。できれば上級
MRとしての主要疾患テキストを統一で作成する。

チェックシート等の資料が添付されており、わかりやすく大変参考になります。今後もMRの更なる資質向上のために必要な教育につい
て、具体例、教育方法等を示していただければ幸いです。よろしくお願い申し上げます。

テキストが求めやすい価格になるとうれしいです。

とてもよくできていると感じています。取り入れれるものは取り入れて実践しています。

プレゼン・ロープレの研修で「ＭＲ継続教育ガイドライン」を活用しています。資料作成からの研修の為コード違反になるか苦慮する事が
あります。

インストラクションの初心者には参考になる冊子である。やや概念的なので某社の実践例（研修目的→プログラム→ワークシート→評価
シート等）を掲載すると良い。

ガイドラインに則った研修をこころがけ速やかに実施したいと思います。

これまではあまり活用できていないが、ロールプレイングや同行のチェックシート等、活用出来そうな資材は使用していきたい。

スキルのチェックシートは大変重宝しております。

ＭＲ継続教育これまで、ある一定の範囲では策定していたが、ＭＲ認定センターから明示してもらった事で今後より、効果的な研修を実
施していきたいと考えている。

MR継続教育の具体例、テーマ、他社の取り組み例を挙げていただければありがたいです。

ＭＲ認定センターから無料配信でキャリアアップ研修、講演会など開催を行ってほしいです。企業毎で教育の差がででくくるので、業界
全体でＭＲの質向上をはかっていただきたいです。

インストラクションの手法が複数かつ詳細にまとめられており、教育に携わる担当者にとって参考になるガイドラインです。弊社でも新任教
育担当者の教育の一環として、本資材を使用させていただこうと思います。なお、ここ数年、MRのプロモーションに関する規制も強まり、
今まで以上にルールという視点を踏まえて、インストラクションする難しさを感じております。

MR教育研修要綱解説書は、詳細に記載してるので、研修要綱を確認する際には役に立つ。一方、イラストを挿入頂けると、新入研修部
員にはイメージが湧き易いのではないでしょうか。

MRのマナー向上について充実させて頂きたい。

MRの上長・マネージャーとして、部下育成と継続教育における立場における自己評価が出来るようなチェック表があると参考になると思
いました。
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社員教育研修の指針にしています。具体的な教材があると助かります。

資料作成に行き詰っていたときに、ガイドラインのガニェの9教授事象において、項目6以降が参考となった。

事故の頻度、大きさによって運転禁止期間をルール化しアナウンスすることで事故防止意識が高まった。

自社で実施している継続研修の内容を振り返る際の参考として、MR継続教育ガイドラインを役立てています。

実践的研修資料が充実しており大変参考となった。研修を実施して終了ではなく、成果を確認し、常に教育内容を改善してゆきたい。

最新の医療情勢を反映した資料の作成、特に地域包括ケアがどのように変動していっているのかをリアルタイムに反映して言ってほし
い。

冊子として発行してほしい。（各支店に一冊ずつ保管、使用したい）。

参加型研修の評価等チェックシートを活用しております。

参考になります。

差しさわりない範囲で各社の継続教育実例を知り得たいと思います。

再確認が必要な時、疑問に思うことができた時には最大限活用させていただいています。

最近の状況は診療報酬、薬価制度改定等によって医療を取り巻く環境は非常に大きく変化している。そのため企業においてもそれに対
応するため、確固たる「教育理念・教育方針」を維持することが困難になっており、どのような研修を行うかに苦労している状況です。

最近は活用できていないため、再度、読みなおし、活用したい。

現場で活動しているMRは、短期成果につながる情報やスキルを得ることに関しては前向きであるが、倫理教育など「目指すMR像」にい
たるために必要な研修については、取組みに対し積極性に欠ける傾向がある。そのため、研修概要をMR活動に沿った形で、提示するよ
うに心がけてMRへ研修の必要について認識させるようにしている。

今後の継続教育立案において、参考にさせていただきます。

今後提示される｢MR継続教育の進め方手引き」については、会社規模に応じて対応出来るようなものにしていただきたい。教育研修専任
部署がないメーカーにとっては難しいことも多い。

今年から本格的に社内での継続教育の実施を検討いたします。現状では、弊社のMRに対して要求されるレベル感は配属された企業に
依存していますため、それに合わせた研修の実施が必要となってくると思います。MRがどの企業に属していても資質向上の内容が該当
するような、普遍性のあるガイドラインを策定していただければ幸いです。

研修の基本を学ぶ、または、振返るには最適のガイドラインです。実際、これを各メーカーが、どのように活用して研修を展開しているの
か、「実態調査やワークショップ等々」で、ベストプラクティスや課題、問題点、ニーズがあぶり出せると、「実践編ガイドライン」として、即実
行可能な指南書として、トレーナーも、より参考になるのではないかと感じます。

研修の進め方、研修効果測定のチェックシートなどのモデルが示されており参考になる。

研修計画の立案時に役立てています。

研修要綱作成の際に参考している。

継続研修の内容について参考にしています。

継続研修計画の立案時に参考資料として活用をしている。第3版への改訂後はより見やすくなった。

継続教育に関して指標を提示頂ければ助かります。

継続教育のカリキュラム作成に参考にします。

継続教育の研修企画・立案を行う際の参考としています。

継続教育を実施する上での基本的な考え方、手順を学習する上では具体的で参考になる。eラーニングや各種ITツールを活用した内容
について、具体的な参考例があれば良いと思う。

継続教育研修について大枠で捉え、検討事項や考えるべき取組が示され、研修内容を見直す際の参考になるると思う。またその他の
MRへの研修を企画・実施する際にも役立つ内容であると考える。

継続教育用トレーニングコンテンツ、実臨床に即した知識向上のトレーニング冊子などをご提供いただけると有難いです。

継続教育の企画・立案に際して参考にしています。継続教育検討委員会において、ガイドラインの名称を含む内容の見直しを行うことが
決定したようですので、期待しております。

継続教育の企画・立案の手引きとして活用している。

継続教育の教材として自社でアレンジして使用する時がある。資料はwordなど編集可能な形式で提供して欲しい。

継続教育とは、ＭＲとして必要な資質を向上させる教育研修であり、生涯にわたる教育研修と位置づけられているが、各製薬企業の規模
や主力領域等の異なる事から、本ガイドラインを活用することで、企業の状況にあった教育研修の立案ができます。

継続教育に活用できる部分は取り入れている。今後も教育方針を策定する際に参考にさせていただきます。

継続教育の企画・立案を行う時に活用しています。

集合研修の技法を学び実践するために講師が積極的に各種の研修に参加する必要があると考えている。要望は特にありません。

新任トレーナーには、いくつかの教本と合わせ読んでもらっています。今の教育研修要綱解説書には付録としてついていないので、変
わって間もないですが意識から遠ざかっていました。管理者講習会などで触れていただくと普及や改善に繋がるのではないかと思いま
す。

新任の教育研修関係者に対し、ＭＲ継続教育ガイドラインを活用した勉強会を実施している。また、導入・継続教育や各種研修の企画
立案の手引きとして活用しています。
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全体として網羅的かつ体系的にまとめられており、教育プランを立案するうえで大変参考になります。そのうえでのさらなる期待として、研
修成果をどのように図るかを掘り下げていただければと思います。自社の現状では、カークパトリックの4段階評価モデルでいうところの「4.
結果」は言うに及ばず、「2.学習」ですら確からしい検証が不足しています。試行錯誤を繰り返しながらノウハウを確立させていこうとしてい
ますが、参考になる指針があるとさらにその取り組みを加速することが出来ます。

他社も同様なのかはわかりかねますが、社長も含め社内の全MRが継続教育を無駄なものととらえており、ガイドラインに沿った教育方法
に軌道修正していこうとしても「必須事項でもないのになぜやらねばならないのか」「面倒」と、従来の簡便な方法から変えられない状況で
す。「資料にあるチェックシートや報告書の内容が継続教育の報告書としての最低ラインです」等、ある程度強制力のあるものであると、
「全MRがやらなきゃいけないことなので」と理由づけして教育内容の改善へ着手しやすくなるかと思います。

大変わかりやすくなりました。

先進医療（癌・血液含む）については頻回のメンテナンスが必要と考えます。大変とは存じますが今後の御対応を期待しています。

大変勉強になるガイドラインと感じております。もし、可能でしたら、各方式の研修、特にディベート形式等少し特殊な研修に関し演習事
例を簡単に掲載頂けると、より参考にさせて頂けると考えます。来年度以降のMR継続教育用のテキストの活用を予定しております。

定期的に改訂版の作成が可能なら発行してほしい。

適宜必要に応じて参照させていただいております。

当社のＭＲ継続教育を進める上で、有効活用させていただいています。

導入教育において、ロールプレイやプレゼンテーションを実施する際に参考にしています。

年度ごとに作成するＭＲ教育研修計画を考える際に、読み直しています。ガイドラインではなく、もう少し細かな指針若しくは基準（特に学
ぶべき知識、達するべきレベル）を示してくれた方が、ＭＲの能力差が無くなるのではないかと期待します。（自社製品に関連しない知識
への興味が薄い為）。

非常にわかりやすくまとめられている。

弊社では、MR継続教育ガイドラインを参考に、ID理論に基づいた継続研修を企画・実施し、教育の質の向上に継続して取り組んでおり
ます。MRを取り巻く環境が大きく変化する中で、各社の教育に対する取り組み事例などを共有できる機会があると、相互研鑚ができ、教
育研修の質の向上に有用と思われます。
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